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2 月 
 
○ 節分 豆まき としとり（その年によって 3 日の日と 4 日に当る年がある） 
  夕方鰯の頭を萱ん棒に刺しつばをつけながら焼いて、神棚、仏だん、氏神

さま、住宅や建物の入口に差す。炒った大豆を神棚に供えておき夕方になっ

て年男か戸主が家の中と外廻りを大声で、「福は内鬼は外」と 3 回ずつ叫びな

がら豆をまく。家族のものは目をつむって年の数だけ豆を拾って皮をむかな

いで食べる。皮をむいて食べると死んでから石の皮をむかされる。 
 豆占い。拾った豆を 12 個選んで、いろりで焼き、白・黒の焼き具合でその

月や年の運勢を占う。 
（鰯の変わりに、ひいらぎの葉を萱ん棒に刺す家や地域がある） 

 
○ 初午  はつうま  （2 月初めの午

うま

の日） 
  この日は稲荷さまの祭日で、あづきご飯やまぜご飯を油揚げ卵などを添え

て供えお詣りする。稲荷神社は五穀豊穣、商売繁昌の神様で、信仰の厚い人

は幟りや小旗を奉納する。 
  初午が早くくる年は火事が多いといわれ、わらで作った馬人形を屋根にあ

げる風習がある。 
 
3 月 
 
○ 三日  桃の節句  ひな祭り 
  ひなだんを座敷に作ってひな人形を飾り、紅・白・青のふくで餅やひし餅

を供えて女の子をお祝いする。 
  初節句。女の子が生まれて始めて迎える節句で盛大にお祝いする。 
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